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“The Fly" 考察
一-bossの「時への挑戦」一一
田 辺
??
Katharine Mansfield (1888-1923)の作品の中で，‘'TheFly" (1922)ほ
ど多くの解釈を容れてきたものはないだろう。筋が単純で，登場人物の数
も少ないために，人々の興味は白から象徴の問題へと向けられている。主
人公の boss(社長)，彼に息子の墓の話を持って来た oldW oodifield， boss 
に殺されるハエ，それらが何を象徴しているかについては，現在に至るま
で定説と呼べるものはない。そして，定説がないことに関しでも傑作か駄
作かで意見は分かれている。ここで再び個々の見解を繰り返すことは避け
たいと思うが，それらの多くに共通して言えることは，一つの決った象徴
の枠にはめてこの作品を読もうとすることから生じる不自然さを否定でき
ないということである。象徴性は飽くまで付随的なものであるから，象徴
を探すことに興味の大半が奪われるべきではないだろう。本論では，まず
第一に bossの心理に重点を置き，一貫したテーマを仮定して作品を解釈
したいと思う。そして，そのテーマを筆者は bossの「時への挑戦」と呼
ぶことにする。 Woodifield，戦死した息子，ハエの各々に対する bossの
言動の裏には常に彼の「時への挑戦」の意志が窺われる。彼がどのように
「時」に挑戦して敗れたかを考え，そこから彼と他の人物との関係を明ら
かにして行くことにしよう。
まず最初に， bossの人物像について考えてみたいと思うが，それには
主人公である彼が何故，固有名詞を与えられず，終始 bossとしか呼ばれ
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ていないのかを知ることから始める必要があるだろう。
彼は Woodifieldとの会話の後，ハエを虐待する前に，息子の生前のこ
とを次のように回想している。
His boy was an only son. Ever since his birth the boss had 
worked at building up this business for him ; ithad no other mean-
ing if it was not for the boy. Life itself had come to have no 
other meaning. How on earth could he have slaved， denied 
himself， kept going al those years without the promise for ever 
before him of the boy's stepping into his shoes and carrying on 
where he left off ? (p.532) 
一人息子が誕生した時から，彼の夢はその息子に自分の仕事の後を継が
せることだ、った。事業の基盤を築き上げることが全て息子のためだったよ
うに，人生までも息子なくしては意味を失うまでになっていた。彼にとっ
て仕事と人生とはほとんど不可分なものであり，息子に後継されるという
一点に支えられて回転していたのである。そのような彼であってみれば，
事業に後継者がいるということが，人生にさえもある種の永遠性が与えら
れたという錯覚を生んだとしても不思議はないだろう。仕事と人生を同一
視する人間，言い換えれば社会的にも個人的にも bossでしかあり得ない
人間には，後継者である息子の存在が，自己の存在の永遠性までも約束す
るものだったのである。そのように永遠性の錯覚を具現する人物としての
主人公に，この半ば冷笑的な bossという呼称は最も相応しいと言えるだ
ろう。
その bossに事務員 Maceyのもたらした息子戦死の電報がいかに衝撃
的であったかは容易に察せられる。一瞬のうちに夢は消え去り， r仕事場
も彼の回りで瓦解した廃嘘と化してしまった」のである。その悲しみに打
ち投がれ，絶望の淵に立たされた彼は，その悲しみが「時によっては決し
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て癒されないJ(‘Time could make no difference') ( p . 532)ことを自他
ともに向かつて宣言する。事実，彼はそれから六年後の今日に至るまで，
いつもその気になりさえすればさめざめと涙を流すことができた。しかし，
この‘Timecould make no difference'という宣言の中には， bossとし
ての永遠性を信じていたのと同じような，時までも掌中に納めているとい
う倣りがあるのではないだろうか。これは時の法則を無視した自己の永遠
化と軌をーにした錯覚で、はないだろうか。例えば， Mansfieldの作品で，
同様に最愛の者を失った悲しみを扱った“TheCana可"(1922)の中で，
老婦人のもらす「人はどんな悲しみも時が経てば癒されるものです」
(One can get over anything in time.') (p. 540)という言葉に見られる時へ
の従順や真の没我と対照的な不遜さを感じずにはいられない。いずれにせ
よ，永遠性の夢を無残にも打ち砕かれた彼の人生はこの宣言のもとに，再
び新たな形での「時への挑戦」を始めたのである。そして息子の後継によ
る永遠性がその死によって消滅したとすれば，彼に残された「時への挑戦」
は必然的に二つの形態を取ることになる。つまり，先の「悲しみは決して
癒されない」ということと，さらに「自分自身の若さを保ち続けるJとい
うことである。
物語は k尉の所をwαxlifieldが訪ねているところから始まる。 wα対ifield
は bossより年下であるにもかかわらず，卒中にかかったためにすでに退
職し，週に一度だけ，かつて働いていた cityに出てくることを家族に許
されている。それを彼の一時的な更生りとし，彼を「生jにおける「死Jの
象徴ととらえることもできるだろう。 彼のI弱々しい姿J(p .530)や「ヲ|
き摺るような足取りJ(p. 531)が「頑丈で血色が良く，五つも年上であ
りながら，未だに第一線を退かないJ( p . 529) bossと対照的であるのは言
うまでもない。 bossは改築したばかりの事務室で「新しいカーペットJ
(‘New ca叩et')( p . 530)や「新しい家具J(‘New furniture') ( p .530)に
固まれ，そこではストーブも赤々と燃えている。彼を取り囲む「新しさ」
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はまるで彼までも「新しく」変えてしまう力を持つかのようだ。そんな彼
が Woodifieldを見て深い満足感を覚えるのも，時の流れと共に衰弱しつ
つある老人を目の当りにすることによって自己の不変性を一層深く心に刻
んでいるからだろう。「新しい」事務室で‘old'W oodifieldをながめなが
ら，彼は自身の再生までも遂げた気になっている。ところがその事務室で
ただ一つ，彼が Woodifieldの注意を向けさせまいとする物がある。それ
は死んだ¥息子の写真だ。「新しくないJ('It was not new') ( p . 530)その
写真は，数々の「新しい」ものの中で再生したかに思われる bossに唯一
の売の影を投げかけている。その唯一の弱点を，彼は相手に見せることは
できない。同じく戦争で息子を失った Woodifieldと自分とが，その点に
おいて同じだということを自ら認めてはならないのである。
Woodifieldは立ち去る前に，何か言うことがあったのを思い出そうとす
るが，記憶力が鈍ってしまって思い出すことができない。そこで bossは
妙薬だと言いながら極上のウイスキーを彼に勧める。たっぷり指幅分だけ
あるそのウイスキーが果して妙薬と言えるかどうかは疑問だ。彼は卒中を
患った老人に，水で割るのは冒漬だと言いながら，きついウイスキーを飲
ませている。それはもはや薬ではなく毒と言った方が良いかもしれない。
Woodifield に対する優越感，偽りの親切心の背後には，彼の命さえも自
由に操れるといった bossの倣りが隠されている。家具の「新しさ」から
新しい命までも我が物にしようとした彼は Woodifieldを一層死に近付け
ることで，自分をそこから一層遠ざけようとしているのではないだろうか。
ウイスキーが効を奏したのか，しなかったのか，いずれにせよ，W oodifield 
はその忘れかけていた事を思い出す。それは，ベルギーに眠る彼の息子の
墓に参った娘達が，そこで偶然 bossの息子の墓も見つけたという知らせ
である。そのこユースを，彼は「今朝家を出る時には覚えていたのに」
(‘1 had it in mind when 1 started out this morning.') ( p .530)今まで思
い出せないでいたのだ。この場における Woodifieldは，今朝覚えていた
事，即ちこの日の来訪のー番の目的であったはずの事を思い出せない程に
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老化が進んでいるということに加えて，そのニュースが息子の墓に関わる
内容であったことから，恐らく彼にとっても最大の悲劇であった息子の死
の悲しみさえも忘れてしまっているという事実をも示している。それは他
ならぬ bossの「時への挑戦Jのいずれにも彼が敗れてしまっているとい
うことだ。彼はもちろん初めからそのような戦いを挑んではいないが，結
果的には， I老化」と「悲しみの忘却」の両方の点でこの戦いに敗れてい
ると言える。彼と bossとの対照性は極めて鮮明であるかのようだ。
ところが，憐れむべき敗者 Woodifield のもたらしたそのニュースは
boss に大きな衝撃を与える。彼はひどく自尊心を傷つけられたような気
がしたのだ。なぜなら，その話を聞いた時，彼には「墓地が口を開け，
Woodifield の二人の娘達がそこに眠る我が子を見下ろしているようにj
('It was exact1y as though the earth had opened and he had seen the 
boy lying there with Woodifield's girls staring down at him.') ( p. 531) 
感じられたからである。そもそもこの想像は， boss がこれまで土の中の
息子は「美しい軍服姿のまま，少しも変わらず永遠に眠っているJ(‘ly-
ing unchanged， unblemished in his uniform， asleep for ever') ( p .531 
532)としか考えていなかったことから来ている。つまり，息子の死体ま
でも「時の変化を受けない」と信じて来たということである。しかし，そ
の息子を自分の息子と全く同じように扱っている Woodifieldの発言によ
り，彼の汚れなき死体への信念は冒漬されてしまう。それが死体を暴くと
いう先の想像の形で現われたにすぎない o W oodifield の息子と自分の息
子とが同じ墓地で同じ六年間，眠っているとすれば，もはや息子が汚れな
きままであると信じることはできない。息子の墓は，そのような彼の信念
と共に暴かれ，その偽りの姿を白日の下に晒されねばならないのである。
それと同時に，彼のお気に入りの写真の息子の顔はいつになく「ぎこちな
い，冷たく厳しいJ(‘unnatural， cold， stern-looking') ( p . 532)表情に変
ってしまう。墓が暴かれれば，写真ももはや同じ表情を保つことはできな
い。今，その顔は彼の想像の空しさを告げるかのように冷やかに彼に立ち
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向っている。
そのような想像の世界の崩壊と共に，彼の宣言した「時によっては決し
て癒されないJ悲しみの真実性までも疑わしくなって来たことは明らかだ
ろう。なぜなら，その写真を前にして，彼は涙一つ零すことができなくな
ってしまったからである。墓の中の姿や写真の表情が変れば，彼の悲しみ
方にまで変化が来されるという事実は，彼の言う「時によっては決して癒
されない」悲しみとは，実はいつしか，墓地や写真の息子が「永遠に変ら
ないjという安易な想像に摩り替わっていたことを物語っているのではな
いだろうか。
「時への挑戦」の一つのテーゼ「悲しみは決して癒されない」が，
Woodifieldのもたらしたニュースによって脆くも崩れ去った時， bossは
インク壷から必死で這い上がろうとする一匹のハエに目を留める。ストー
ブが赤々と燃えている季節に生きているハエは紛れもなく「冬の蝿5jであ
る。このハエは Woodifieldの言うように「居心地の良いJbossの部屋
だから生き延びることができたのである o そのハエがインク壷から一生懸
命這い上がろうとする姿には，週に一度だけ cityに出て生き返り， boss 
の「居心地の良い」部屋で「最後の快楽にしがみつくJ(‘cling to our 
last pleasures') ( p . 529)W oodifield を思わせる所が多分にある。この
ハエを bossは吸取紙の上に救い出してやるが，それが一端立ち直り，rも
う一度生きられそうだJ(‘ready for life again') ( p . 533) という素振りを
見せた時，彼は突然、ある考えを思いつく。
But just then the boss had an idea. He plunged his pen back in-
to the ink， leaned his thick wrist on the blotting paper， and as the 
fly tried its wings down came a great heavy blot. What would it 
make of that? 
What indeed! The litle beggar seemed absolutely cowed， stunn-
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ed， and afraid to move because of what would happen next. But 
then， asif painfully， itdragged itself forward. The front legs wav-
ed， caught hold， and， more slowly this time， the task began from 
the beginning. (p.533) 
ここで当然， bossは何故一度はハエを救い上げておきながら，インクを
かけたのかという疑問が起こって来る。この問題を考えるに当り，まず最
初に，彼の Woodifieldへの態度を思い起こしたいと思う。彼は Woodifield
に強いウイスキーを飲ませたが，彼が今ハエにかけたインクの滴はそのウ
イスキーと何ら変る所がない。自分の庇護の下で生き延びた者に対し，
bossである彼はウイスキーを飲ませたり，インクをかけたりすることで，
自由にその命を縮めることができると思っているのである。この行為は単
に彼の sadismの表われとみなされるよりも，むしろそのような bossと
しての倣りがその根底にあると考えられるべきだろう。
さらにこの行為の背景にはもう一つの心理が働いている。研究者の多く
がこの行為を， W oodifieldのニュースで衝撃を受けた bossが「死は不
可避か否かjの実験に乗り出したものだとみなしている通り，確かに最終
的な bossの意図はそこにあったと思われる。しかし，彼らの説は，先の
衝撃の重点は墓の中での現実の死体の認識にあるという考えから展開され
ている。だが，上で触れたように， boss の衝撃の中心は「時によっては
決して癒されない」悲しみの欺臓の露呈にあったはずである。ここでは，
その衝撃とこの行為を直接に結びつけるよりも，まずその行為の発端が，
ハエが「もう一度生きられそうだJという素振りを見せたことにあったと
いう点に注目したいと思う。彼が最初から意図的に「死は不可避か否かJ
の実験に取りかかったとは思われない。その前に彼は， rもう一度生きょ
う」としているハエが新たな災難を被った時にどうするか見ょうとしてい
るのである。それは，悲しみのどん底から這い上がり，事務室を改装して
再生を期した彼自身の姿をハエの中に見出したからに他ならないだろう。
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相手が，立ち直って「もう一度生きょうJとしているハエでなければ彼は
インクをかけてはいなかったはずだ。「もう一度生きょう」としている老
いた自分の姿を無意識のうちにそこに重ねたからこそ，彼はインクの実験
に乗り出したのである。 Woodifieldに対するのと同じ boss としての倣
りからハエにかけたはずの一滴のインクは，意識下では Woodifieldと同
様冬のハエに重ねざるを得ない自分自身への一滴となっている。それは全
部で三滴のインクのうちで二滴目は「振り落としてJ(‘shake') ( p . 533)
いるが，他の二滴はいずれも「落ちて来たJ(‘down came，'‘fel on') ( p. 
533) ものであることからも証明されるだろう。彼のハエへの実験は自虐
的でさえあり，懸命に立ち直ろうとするハエにかける賛嘆，激励の声もも
はや他者へのそれではなくなっている。
He's a plucky litle devil， thought the boss， and he felt a real ad-
miration for the fly's courage. That was the way to tackle things ; 
that was the right spirit. Never say die; it was only a question of . . . . 
(p.533) 
彼はハエに向かつて「弱音を吐くな」と言っている。それは「単に・
の問題だ」と。彼が伺の問題だと言おうとしたかは，彼の「時への挑戦」
を考えれば明白である。つまり，bossは生きるか死ぬかは‘spirit'(r意志J)
の問題だといいたかったのである。それは決して「時間」の問題ではなく，
その気がありさえすれば生き続けることも可能だとハエに証明させようと
したのだ。彼は敢えて「意志」という言葉を口にする勇気はなかったが，
これは彼の決着のついていないもう一つの「時への挑戦」の実験だったと
言える。
二滴目のインクを浴びてさらに衰弱したハエは三滴目で終に動かなくな
り， boss がぺンで触っても，もう何も起こりそうにはなかった。ハエの
死は「生死は気力の問題だ」という彼の第二のテーゼ、の死でもある。その
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時， r荒涼とした気持ちJ(‘wretchedness') (p. 533)や恐怖心が彼を襲
ったのは，ハエの運命の中に自らの運命を垣間見た思いがしたからだろう。
それでもなお bossはハエの死闘の跡を留めるインクの染みの付いた吸
取紙を「新しい吸取紙J(‘fresh blotting-paper') ( p . 533)と取り替えよ
うとする。そうすることで直前の実験を全て白紙に戻すことができると思
っているかのようである。その意味で，彼は「新しいj物質への依存の錯
覚から永遠に覚めることはないと言えるかもしれない。しかし，彼に命じ
られて Maceyが新しい吸取紙を探している間，彼は自分が一体何をする
ためにこの部屋に引き篭もったのかを思い出そうとしてうろたえる。彼は
つい三十分前にしようとしていた事まで，即ち息子の写真を見て心行くま
で涙を流そうとしていた事を， rどうしても思い出せないJ(‘For the life 
of him he could not remember') ( p . 533)自分を見出す。それが，家を
出る時には覚えていた息子の墓地の話を忘れた Woodifieldの二つの敗北
をさらに極端な形で示していることは明らかだ。三十分前のことすら思い
出せない程の老化と， しかもその思い出せないことの内容が息子の死を悼
むことだという事実は，彼の行った「時への挑戦」の完全な失敗を意味す
るからである。‘Forthe life of him he could not remember.'という言
葉は‘Timecould make no difference.'という旗印のもとに挑んだ戦いへ
の彼の敗北の宣言と言ってよいだろう。
以上のように，作者は最終的には主人公を bossの座から引き摺り下ろ
し，初めは好対照に思われた Woodifieldと同じレベノレに並べてしまった。
boss としての倣りも「時への挑戦」も全ては空しいものとなった。 boss
はWoodifieldばかりか Maceyやハエとさえ変るところはない。 Macey
が六年前にもたらした息子の言卜報， W oodifield が持って来たこの日のニ
ュース，ハエが自らの死をもって示した死の不可避性，それらはいずれも，
彼が蔑視していた者達にも，彼に大きな衝撃を与える力が潜んでいる事を
示さなかっただろうか。「時」を前にしては何人も敗者にしかなり得ない
122 第9巻 第3号(人文・自然・社会科学編)
ことを明らかにしたではないだろうか。ただし，だからと言って，戦いを
挑むことなく敗れた Woodifieldと，挑んで果てた bossとを，単に敗者
であるという点で等しく扱ってよいとは思われない。その挑戦がいかに散
慢で空しくとも，読者は bossに対して，ちょうど彼がハエに向って言っ
たように， ‘That was the way to tackle things; that was the right 
spirit.'という賞賛の言葉を禁じ得ないのではないだろうか。
生と死はいつも隣合わせているにもかかわらず，一方が他方を完全に打
ち消し合うものであるから，たとえ一匹のハエが目の前で生への執着と死
とを見せようとも， bossは生きている限り，その死を忘れざるを得ない。
同じく息子の死でさえも，彼は「時」に逆らって決してその悲しみを癒さ
れないつもりでいても，すでに六年の月日のうちには気付かぬうちにそれ
を忘れてしまっている。新しい家具と健康に恵まれ，新しい人生のスター
卜を切り，彼には飽くなき生への執着があるからだ。作者は‘'TheWind 
Blows" (1915)，‘'Six Years After" (未完)の中で過去の世界の者の願い
は‘Don'tforget'であることを訴え続けた。しかし， "The Fly"では，人
間のその願いが冷然と拒否されたと言える。死を目前にした作者はもはや
そのような望みが空しいことを知っている。 Woodifieldも bossもたと
え老いて死が迫っていようとも，各々の息子の死を忘れて生き続ける。作
者もまた，彼女自身が忘れ去られることを知ると同時に，それでもなお生
きているという点からは，六年前の弟の死の悲しみを，二人の父をそデ、ル
にした bossと同様，忘れてしまうのではないかという密かな恐れを吐露
しているかのようでもある。
(注)
テキストは TheStories o[ Katherine Mans[ield， Ed. by Antony Alpers， Oxford 
University Press， 1984を使用。本文引用は全てこの版からであり，頁数は引用に
続けて括弧に入れて示す。
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(1) Sylvia Berkman， Katherine Mansfield: A Critical Study， (New Haven， 1951)， 
p. 195を初めとし，1945-1960年の聞に Expl;仰跡に載せられた七篇の“Mansfield's
THE FLY" などこの作品に関しては多くの論文がある。中でもJ.T. Hago-
pian，“Capturing Mansfield's Fly，" Modern Fiction Studies， IX(1964)， 385-
390， T. E. Boyle，‘The Death of the Boss: Another Look at Katherine 
Mansfield's‘'The Fly，" Modern Fictioη Studies， I(1965)， 183-185は傑出し
ていると言えるだろう。
(2 ) 前者の代表者には ].M.M町 ry，]. T. Hagopian， E. Borven，後者には S.Berkm田，
C. Hanson & A. Gurrが挙げられる。
(3) bossの anonymityについては， F. W. Bateson and B. Shahevichがこの語の
語源にも触れながら詳説している。‘Katherine Mansfield's “The Fly": A 
Critical Exercise，' Essays in Critiusm 12， 1(1962)， p.39-53. 
(4) ]. D. Thomas，‘Symbol and Parallelism in“The Fly"，' College English， XX-
I (1961) 
(5) 西台美智雄氏が fKatherineMansfield の最期 “The Fly" と “The 
Canary" について」の中で梶井基次郎の「冬の蝿」を引用しておられるが，筆
者も「冬の蝿」を読んで以来，“TheFly" との類似性を強く印象付けられ，前
者を常に念頭に置きながら，後者を読んだことを告白しなければならない。共に
二十世紀初頭に活躍し，各々の国の近代文学の先駆者として位置付けられている
点や，胸の病で夫折したが，むしろその弱い肉体を酷使して美を追求することに
一種の快感を覚えていた事，その作風も散文詩的な外観を具えていることなど，
二人の作家には非常に興味深い共通性があることは否定できない。
(6) Saralyn Daly， Katherine Mansfield (New York 1965) p. 109. 
(7) P. P. Bell (ExPlicator， Dec. (1960)， item 20)， J.T. Hagopianなど。
( 8 ) R. W. Stallmanは ExPlicator，I (1945)， item 49の中でインクの一滴目を
boss にとっての息子の言卜報に一致させているが，筆者は計報から立ち直った
boss とインク壷から救われたハエとを同じとみなしたい。インク三滴を各々何
かに符合させる必要はないと思われるし， Stallman 自身の説も二滴目以後に関
して暖昧である。
(9) R. W. Stallanは省略箇所に (time)を当てている。
(10) この 'wrechedness'が死が不可避であることの bossの認識の表われと考える
のは， P. P. Bell， ].T. Hagopianらであり，筆者も同意見である。 T.J. Assad， 
S. B. Greenfieldなどは ExPlicatorの中でまた異なる見解を出している。
(1) C.羽T.Oleson，“The Fly Rescued，" College English， XXII (1961)， p.585 
(12) 同じ意見に， C. T. Wrightがいる。 (ExPlicator，Xii (1954)， item 27.)これを
現実の認識からの逃避，或いは回復とするのは T.J. Assad， C. W. Oleson， P. 
P. Bell らの説であるが，逃避はむしろ新しい吸取紙に表わされ， f思い出せない」
ということは bossの敗北の証明と考えるべきだろう。
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(13) この言葉は各々の作品の中で，幼い頃の作者と弟を描いていると考えられる姉
弟の声，或いは母に向かつて投げかけられる戦死した息子の声となって繰り返さ
れている。
